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表 37　就業形態、業務の恒常性を正社員と比較した場合別有期契約労働者の割合

　　⑵　正社員と比較した賃金

　　　　正社員と比較した賃金についての意識をみると、「適当と思う」が最も多く 31.5％、次いで

「低く納得できない」25.6％、「低いが納得できる」21.4％の順となっている。

　　　　就業形態別にみると、契約社員、その他のパートタイマーは「低く納得できない」が、嘱託

社員は「低いが納得できる」が、短時間のパートタイマーは「適当と思う」が最も多くなって

いる。（表 38）

表 38　就業形態、正社員と比較した賃金についての意識別有期契約労働者の割合


